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 平生町長  浅 本 邦 裕   様 

 

平生町特別職報酬等審議会 

会 長  長 安 秀 明 

 

特別職の報酬等の額について（答申） 

 

先に諮問のありましたこのことにつきましては、審議した結果、下記のとおり答申いたし

ます。 

 

記 

 

１ 特別職の給料及び報酬の額 

 （１）町長、副町長及び教育長の給料 

   現行の額を据え置くことが適当である。 

 

（２）議会議員の報酬 

（単位：円） 

職 名 報酬月額（改定額） 現 行 増 減 

議 長 ２９０，０００ ２７０，０００ ＋２０，０００ 

副 議 長 ２３３，０００ ２１７，０００ ＋１６，０００ 

常任委員長 ２１９，０００ ２０４，０００ ＋１５，０００ 

議運委員長 ２１９，０００ ２０４，０００ ＋１５，０００ 

議 員 ２１４，０００ １９９，０００ ＋１５，０００ 

 

２ 実施（適用）期日 

 令和９年６月１日（令和９年４月執行の平生町議会議員選挙後） 

 

３ 答申の理由 

 町長、副町長及び教育長の給料については、平成９年の改定以降、据え置きが続いている

ところである。県内の他町及び本町の類似団体における町長等の給料額の現況を踏まえて審

議した結果、類似団体の平均給料額から大きく乖離している状況は認められないため、現行

の額を据え置くことが適当であるという結論に至った。 



 議会議員の報酬については、町長等の給料と同様に平成９年の改定以降、据え置きが続い

ている状況にある。近年、全国の町村議会議員のなり手不足問題が深刻化しており、その要

因の一つとされる低額な議員報酬の適正化にかかる検討が求められている。このような状況

を踏まえ、本町の報酬水準について、昨今の物価上昇のほか、本町の一般職の給料表改定の

状況、県内の他町及び類似団体との比較から総合的に勘案したところ、報酬額の引き上げは

妥当であるとの意見が多数となった。引き上げ額に係る審議においては、より高額な報酬と

するとともに議員活動の活性化を促す意見も出たものの、県内の他町との現況にも考慮しつ

つ、また、本町の厳しい財政状況に鑑みて慎重な審議を行った結果、前回の審議会（令和２

年）の据え置きの答申以降における一般職の給料表の改定率相当の額の引き上げが適当であ

るとの結論に至った。平成９年以降の引き上げ改定を示すことの意義は大きいと考える。 

 また、本審議会の開催については、物価上昇の局面が続いている経済情勢の推移や他自治

体の特別職報酬等の改定の動きにも留意しながら適切な時期での開催を検討されたい。 

 


